
大会時の遅延等を想定した所要時間・経路探索システムについて
１ 機能
◆ 任意の出発地・目的地を入力することで、大会時の所要時間増やう回ルート等を案内

２ 活用例

◆通常時と所要時間を比べることで自社の活動への影響を把握
◆別の時間帯に出発をずらした場合や鉄道を利用した場合の所要時間などをもとに影響を回避する方法を検討
（鉄道については、通常時の最短所要時間・経路で算出されます。）
◆出発地と目的地の郵便番号を複数入力し、一括検索した結果から、対策に取り組む必要性が高い施設を把握 など

①出発地、目的地、
時間帯を指定

②通常時の所要時間、
大会時の所要時間
を確認

③前後の時間帯、
夜間の所要時間
を確認

大会輸送影響度マップ
（従来）

新たなシステム

色の濃淡で所要時間増
の程度を確認

別添資料


